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［事案 2021-286］新契約無効請求  

・令和 4年 8月 23 日 和解成立 

＜事案の概要＞ 

契約途中で保険料を減額してもデメリットはないとの誤説明を受けて契約したことを理由

に、契約の無効を求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

平成 29 年 3 月に契約した米ドル建終身保険および特定疾病保障終身保険について、以下等

の理由により、契約を無効とし、既払込保険料を返還してほしい。 

(1)契約時、高額な月額保険料を支払い続けられる自信がないため、募集人に相談したところ、

「保険料は契約途中でもデメリットなく減額できるので、少し支払いが苦しいくらいの保

険料で加入してはどうか」と言われたことから、減額したとしても、それまでに支払った

保険料は積み立てられたままになると理解して契約した。 

(2)令和 3 年 4 月にコールセンターに問い合わせた際、減額した部分は解約扱いとなるため、

支払った保険料の一部分だけが戻ってくるとの説明を受けた。 

＜保険会社の主張＞ 

以下等の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)当社は、保険料の減額を前提とした販売は行っておらず、契約にあたって、募集人は申立

人から、本契約の月額保険料程度は支払いが可能であり、将来的に結婚や出産をした場合

にも、仕事を続ける予定と聞いている。 

(2)募集人は、設計書および重要事項説明書等を使用し、減額が一部解約として扱われること

を説明した。交付した注意喚起情報にも、減額が解約扱いとなること、減額した部分の解

約返戻金は、既払込保険料よりも少なくなることが明記されている。 

(3)募集人は、契約後に保険料の支払いが困難になった場合には、解約・減額・払済保険への

変更という方法があり、いずれにもデメリットがあると説明している。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会では、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、契約時の状況等を把握す

るため、申立人および募集人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

上記手続の結果、契約途中で保険料を減額してもデメリットはないとの誤説明を理由とした

契約の無効は認められないものの、以下のとおり、本件は和解により解決を図るのが相当であ

ると判断し、和解案を当事者双方に提示し、その受諾を勧告したところ、同意が得られたので、

手続を終了した。 

(1)募集人は、減額部分が解約となることについて、初回説明時に触れただけであり、2 回目

の面談時および申込手続時には説明をしていない。 

(2)苦情申出後の記録によれば、募集人は、減額部分が解約として扱われ、解約返戻金は、そ

れまでに支払った保険料よりも少なくなることを説明していないことを認めている。 

(3)募集人は、事情聴取において、注意喚起情報の説明の際に「解約と解約返戻金」の読み上

げはしていないとも述べている。 
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(4)申立人は申込当時 20歳代前半であり、保険の知識も十分ではなかったと思われ、高額な保

険料の支払継続について悩んでいると複数回発言していたことから、募集人は申込手続ま

での間に、改めて、保険料の減額方法等について、申立人が十分に理解できるまでより踏

み込んで丁寧に説明し、申立人がそれでも契約するかどうか、適切に判断できるようにす

ることが求められた。 

 

 


